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諸種化学療法剤の殺菌的作用について

中澤昭三 ・岸 紀江

京都薬科大学微生物学教室

楠原 豊｡小 田正夫

京都府立医科大学微生物学教室

(昭和36年5月1日 受付)

本論 文の要 旨は昭和34年11月 第7回 日本化学療法

学会近 畿支部総会 に於て発表 した｡

緒 言

化学 療 法剤 の 抗菌作用 の 表現 として,殺 菌的 作用

lBactericidalaction)と 静 菌 的 作 用(Bacteriostatic

iction)と があ る｡こ の殺菌的作用 を求め る方法 として

圭菌数 の測定或いは細菌発育 曲線 に及 ぼす影 響等種 々な

突験が行なわれてい る｡

私共 は 消毒剤 の 検定 に 応用 され てい る石 炭酸 係数

(Phenolcoefhcient)測 定 法 を 用 い て 諸 種 抗 生 物 質 を姶

め サ ル フア剤 の 殺 菌 的 作 用 を調 べ て み た の で そ の成 績 に

つ い て報 告 す る｡

実 験 方 法 蚊 び に 実 験 成 績

1)抗 グ ラ ム 陽 性 菌 物 質

a)実 験 方 法

Penicillin,Streptomycin,Bacitracin,Gramicidim

J,ErythromyCin,Leucomycin,01eandomycin,Novob-

iocin,Tetracycline,Chlortetracycline,

Pheno1(対 照)
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Sulfamethexyne

6

時間(分)

113O.5

濃度(倍)

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Sulfaisomezo1

時 間(分)

6

100

1,000

10,000

100,000

 

310.5
濃度(倍)

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

100

1,000

10,000

100,000

Oxytetracycline

時間(分)

1510

 

52.5
濃度(倍)

一

十

十

十

一

十

十

十

一

十

十

十

十

十

十

第2表 抗 グ ラ ム 陰 性 菌 物 質

Chlortetracycline

濃 度(倍)
時 間(分)
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Trichomycin

第3表

濃度(倍)

抗 真 菌 性 物 質
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《)xytetracycline,Chloramphenicol,

』Neomycin,Kanamycin,Vancomy・

・cin,Spiramycin ,Taitomycin計17

種 の抗 生物 質 及 び諸 種 サ ル フア 剤8

種 総 計25種 類 に つ い て標 準石 炭 酸

を対 照 と して 比較 検 討 した｡

試 験 菌 はStaPhツlococcusau7eus

土209P株 を使 用 し常 法 の石 炭酸 係 数

測 定 法 に 準 じて 実 施 した｡判 定 は

37｡C,24時 間 培 養 で 行 な つ た｡

b)実 験 成 績

そ の成 績 は,第1表 に 示 され る｡

2)抗 グ ラ ム陰 性 菌 物 質

a)実 験 方 法

Te亡racycline,Chlortetracycline,

Oxytetracycline,Chloramphenico1,

Colistin,PolymyxinB,Neomycin,

Streptomycin,Kanamycin計9種

第4表Bactericidalaction及 びFungicidalaction

区 別
化 学 療 法 剤

グラム(+)賄 効kラ ム(一)賄 効i真 菌類賄 効

非 常 に強 い もの(
100,000倍 で 効 果回

Penicillin

Taitomycin

強 いもの

(10,000倍 で効 果)

Streptomycin

Neomycin

Gramicidin-J

Erythromycin

Leucomycin

Novobiocin

Tetracycline系

Colistin

Polymyxin-B

}
iTrichomycin}

中等度 の もの

(1,000倍 で効 果)

比較的弱 いもの
(100倍 でも効果 な し)

Amphotericln-B

糖欝 劇 灘瓢 ㎞
lNeomyci『 λ

Kanamycin
VancemyCin
Spiramycin

Tetracycline系

Chloramphenicol

!
iNystatin
L-_

諸 種Sulfa剤
Bacitracin

Variotin

GriSeofulvin

の 抗 生物 質 に つ い て 標 準 石 炭 酸 を対 照 と して比 較 検 討 し

た｡

試 験 菌 はSalmonellatyPhosa2V株 を 使 用,第1実

験 同 様 に実 施 した｡

b)実 験 成 績

そ の 成 績 は,第2表 に示 され る｡

3)抗 真 菌 性 物 質

a)P｡lyene系 抗 生 物 質 た るTrichomycin,Nystatin,

Amphotericin-B及 びVariotin,Griseofulvin計5種

の 抗 生 物 質 に つ い て 比較 検 討 した｡

試験菌 はPolyene系 抗 生 物 質 に対 してはCandida

albicans,Variotip及 びGriseofulvinに 対 して は

TrichophytenmentagroPhytesの 胞子浮遊液を使用 し培

地 と してはSABOURAUD培 地を用 いた｡判 定はCandida

に於ては27℃48時 間,TrichoPhPttonec於 いては27℃

5～7日 培 養後判定 した｡

b)そ め成績 は,第3表 に示 され る｡

総括及び考察

抗生物質並 びにサル フア剤等の化学療法剤 の殺菌的 作

用の比較 を石炭酸 係数測定法を応用 して行なつた結果,
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第4表 に示す 如き総括成 績が得 られた｡即 ち抗 グ ラム陽

性菌物 質に於いてはPenicillin及 びTait｡mycinが 非

常に強 い 殺菌 的効 果を有 し,そ の100,000倍 稀釈液 に

於いて2.5分 間作用す るだけで病原ブ ドウ球菌 を殺滅 し

ている事が分 る｡次 に抗グ ラム 陰性菌物質 に於 いては

Colistin及 びPolymyxin-B等 のPelypeptide群 抗生

物質が比較 的強 い殺菌効果を示 し2.5分 で10,000倍 稀

釈に於 て腸 チ フス菌 を完 全に殺滅 して いる｡

多 くのサル フア剤に於いては,こ れ らは何れ もグ ラム

陽性,陰 性両群に有 効であ るが今回は病 原ブ ドウ球菌 に

ついて検討 してみた｡然 しなが らその結果は従 来報 告さ

れてい る如 く全 く殺 菌的効果はな く100倍 の高 濃度 で6

時間作用す る も菌 の発育が認め られた｡

Tetracyline系 抗生物 質,即 ちTetracycline,Oxy-

tetracycline｡Chlortetracyclineに 於 いては グラム陽性

菌,及 びグ ラム陰性 菌に対 して3者 何れ も同一 効果 が得

られた｡但 しグ ラム陰性 菌 よ りもグラム陽性菌 の方 に強

い結果 が出たのは試 験菌株の感受性の相違 に よる もの と

思われ る｡

Chlortetracyclineに 於 いてはグ ラム陽性,陰 性両群

共 に同一効果が得 られた｡

次 に抗真菌性物 質に於 てCandidaalbicansに 対す る

Polyene系 抗 生物 質の効果はHeptaene構 造を 有 す 廟

Trichomycintが 非常 に強力な殺減作用を 有 し,次 いで

同 じくAmphotericinB,Tetraene構 造 を有す るNys一

tatin(Fungicidin)が これ醸こ次いで いる｡

文,Trichephpttenmentagrephytesec対 す るVariotin

及びGriseofulvinの 作用は全 くFungistaticactionで

あ りFungicidalactionは 全 く認 め られなかつ た｡

然 しなが らここに得 られた成績 よ りこれ ら諸種化学療

法剤の優劣 を決め る事は出来な いのは当然であ り,一ム応

理論上 この殺菌,殺 カ ビ作用が強 いか否か,或 いは静 菌

静 カビ作用 のみか と言 うことは全身感 染症 の場合薬剤 の

投与量 こ とに投与 間隔に二重要な基 準 とな るもの と思 われ

る｡然 し局所 的に投 与 され る場合 に於ては この殺菌,殺

カビ効果は大 きな意 義を有す る と思 われ る｡

今後更に血 清等の体液存在下 に於 け るこれ ら殺菌 的作

用の検討を試 みた い と思 う｡
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